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わたしの平和宣言 

 

 

新
春
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５ 

 
 
 
      

新
春
フ
ェ
ス
タ 

『
新
春
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
』
を
、
２

月
８
日
（
土
）
、
広
島
市
文
化
交
流
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
活
動
奨
励
賞

授
賞
式
で
は
、
主
催
者
挨
拶
、
松
井
一

實
市
長
祝
辞
、
講
評
・
由
井
義
通
選
考

委
員
長
、
６ 

団
体
へ
の
授
与
・
受
章
校
の
報
告
を
。

新
春
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
山
田 

 

委
員
長
、
６
団
体
へ
の
授
与
・
受
賞
校

の
報
告
を
。
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

山
田
一
彦
さ
ん
が
ギ
タ
ー
演
奏
さ
れ

ま
し
た
。 

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
（
教
育
部
会
） 

 

    2025 2 8  

祝辞 松井一實市長（代読） 

広島市立川内小学校 
広島菜や漬物づくり（栽培、見学、 

販売、地域交流など）を通して、 

郷土・川内の宝について考え、愛 

着・誇りを育てる活動を展開 

 

広島市立似島中学校             
「ふるさと科」を設け、似島の地域 

資源（自然・歴史）を活用し体験 

活動を通して、生徒の主体的に 

学ぶ力と発信力の育成に注力 

 

広島県立吉田高等学校 
探究科、アグリビジネス科を設け、 

生き方や社会に対する課題につ 

いて解明する方法を探究し、社会 

に貢献できる生徒の育成に尽力 

 

崇徳高等学校（新聞部） 
原爆で亡くなった生徒・教職員の 

悲劇を語り継ぎ、繰り返さないとの 

思いに立ち 75年間、学校新聞を 

発行し平和問題などの課題を発信 

 

広島市観光ボランティアガイド協会 

修学旅行生や観光客に、広島の歴 

史や文化、原爆の実相や平和の大 

切さについて語り、理解や意識の向 

上・観光振興に寄与している 

 

可部山まゆ同好会 
可部地域に古くから伝わる「山まゆ 

織り」の復興や継承をめざし、体験 

学習・作品作りなど、文化伝承の取 

り組みにつながる活動を推進 

 

学校部門 4校 社会部門 2団体に 
 

 第２７回広島ユネスコ活動奨励賞 

○
す
べ
て
の
人
の
生
命
を
大
切 

に
し
ま
す 

○
ど
ん
な
暴
力
も
許
し
ま
せ
ん 

○
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
助 

け
合
い
ま
す 

○
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え 

ま
す 

○
か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境 

を
守
り
ま
す 

○
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
ま
す 

（ 

「
わ
た
し
の
平
和
宣
言
」
は
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
た
ち
が
起
草
し

た
６
項
目
の
誓
い
） 

 

賞状と副賞のトロフィー 
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「
人
生
90
・
健
康
長
寿
の 

ひ
・
み
・
つ
」 

～
貝
原
益
軒
の
養
生
訓
～ 

講
師
の
徳
澤
陽
子
さ
ん
（
医
療 

法
人
緑
風
会 

ほ
う
ゆ
う
病
院
管 

理
栄
養
士
・
介
護
支
援
専
門
員
） 

か
ら
、『
養
生
訓
』
を
著
し
た
江
戸 

時
代
の
儒
学
者
・
貝
原
益
軒
の
健 

康
長
寿
の
心
得
な
ど
に
つ
い
て
、 

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

☆
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に 

（
文
化

部
会
） 

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会 

会
長 

 

松
岡 

盛
人 

 

私
が
ユ
ネ
ス
コ
会
員
と
し
て
触 

発
さ
れ
自
覚
を
持
っ
た
の
は
、
ユ 

ネ
ス
コ
憲
章
前
文
の
「
戦
争
は
人 

の
心
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ 

る
か
ら
、
人
の
心
の
中
に
平
和
の 

と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
」
と
い
う
一
節
で
し
た
。
被
爆 

当
時
は
3
歳
で
、
記
憶
が
な
い
の 

で
実
相
を
知
る
た
め
、
記
録 

や
体
験
記
・
伝
承
で
学
び
ま 

し
た
。
原
爆
は
今
ま
で
の
戦 

争
の
中
で
、
最
も
過
酷
で
一 

瞬
に
し
て
、
広
島
・
長
崎
の 

人
や
物
を
無
差
別
に
焼
き
尽 

く
し
、
後
、
後
迄
も
放
射
線 

を
出
し
、
多
く
の
人
が
原
爆 

症
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

 

広
島
市
よ
り
「
広
島
市
原
爆
死 

没
者
名
簿
」
の
記
載
依
頼
を
受
け 

24
年
間
6
万
人
以
上
の
お
名
前 

を
書
い
て
い
ま
す
。
慰
霊
碑
に
納 

め
ら
れ
た
名
簿
は
昨
年
8
月
時
点 

で
34
万
人
に
な
り
ま
す
。
そ
の
慰 

霊
碑
に
日
本
や
世
界
か
ら
行
列
を 

作
り
深
く
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
人 

を
見
る
毎
に
尊
敬
し
ま
す
。
こ
れ 

か
ら
若
い
人
た
ち
に
平
和
の
メ
ッ 

セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
た
だ
き
た 

い
と
思
い
ま
す
。 

  

原
爆
死
没
者
名
簿 

中
本
信
子
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 

の
記
載
に
携
わ
る 

 
 
 

（
協
会
理
事
） 

 

第
１
８
７
回
『
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン
』 

 

 

新
春
フ
ェ
ス
タ 

 
 

 

 

『
高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
』 

「
核
戦
争
に
な
ら
な
い
こ
と
を 

願
っ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
が
使
わ 

れ
る
と
、
あ
と
止
め
る
こ
と
は
で 

き
な
い
。
文
明
の
終
わ
り
で
す
」
。 

国
際
的
危
機
を
乗
り
越
え
る
に
は
、 

平
和
的
解
決
・
対
話
が
不
可
欠
と 

訴
え
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
リ
ー
パ
ー 

さ
ん
（
元
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ 

ー
理
事
長
）
は
、
参
加
し
た
高
校 

生
に
外
国
語
を
習
得
し
、
世
界
の 

人
た
ち
と
対
話
で
き
る
平
和
の
リ 

ー
ダ
ー
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
、
温 

か
く
切
々
と
話
し
か
け
て
い
た
だ 

き
ま
し
た
。 

 

生
に
外
国
語
を
習
得
し
、
世
界
の 

人
た
ち
と
対
話
で
き
る
平
和
の
リ 

ー
ダ
ー
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
、
26

名
の
高
校
生
に
温
か
く
切
々
と
話 

し
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

昨
年
12
月
に
開
い
た
『
高
校 

生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
』
で
の
、 

リ
ー
パ
ー
さ
ん
の
講
演
は
胸
に
迫 

る
お
話
で
し
た
。 

☆
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に 

（
青
少
年
年
育
成
部
会
） 

 

広
島
の
地
歴
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ 

 

青
壮
年 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
活
動
５０

年 

を
経
過
し
た
機
会
に
、
２
０
２
４
年 

度
か
ら
若
手
会
員
を
増
や
す
た
め 

の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。 

「
青
壮
年
対
象
事
業
推
進
プ
ロ
ジ 

ェ
ク
ト
」
に
有
志
役
員
等
が
参
加 

し
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い 

ま
す
。
そ
の
一
つ
を
先
行
実
施
事 

業
と
し
て
、
３
月
１
日
に
試
行
し 

ま
し
た
。 

ま
す
。
そ
の
一
つ
を
先
行
実
施
事 

業
と
し
て
、
３
月
１
日
に
試
行
し 

ま
し
た
。 

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
と
広
島 

「
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
づ
く
り
か
ら 

学
ぶ
広
島
の
歴
史
」
の
行
事
で
、 

ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
目
標
に
鑑
み
、 

「
次
世
代
へ
の
歴
史
・
文
化
の
バ 

ト
ン
継
承
」
が
目
的
。
宇
品
公
民 

館
と
共
催
し
、
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー 

層
の
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ

１８

人 

が
似
島
に
向
か
い
ま
し
た
。 

 

「
次
世
代
へ
の
歴
史
・
文
化
の
バ 

ト
ン
継
承
」
が
目
的
。
宇
品
公
民 

館
と
共
催
し
、
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー 

層
の
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
１８

人
が 

似
島
に
向
か
い
ま
し
た
。 

こ
の
島
に
あ
る
戦
争
、
平
和
、 

ド
イ
ツ
人
捕
虜
の
こ
と
を
勉
強
、 

お
菓
子
作
り
を
体
験
し
、
意
義
あ 

る
活
動
で
し
た
。 

 

☆
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
（
組
織
部
会
） 

 

ギ
タ
ー
演
奏 

奏
者 

山
田
一
彦
さ
ん 

 

 

曲
を

演

奏
し
て
い

た
だ

き

ま 

し
た
。 

☆
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
（
文
化
部
会
） 

 ～
フ
ェ
ス
タ
フ
ォ
ト
～ 

 

『
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
』
で
は
、
ギ 

タ
リ
ス
ト
の
山
田
一
彦
さ
ん
（
日 

本
ギ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
） 

 

本
ギ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
） 

が
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

こ
の
日
、
使
用
さ
れ
た
ギ
タ
ー
は
、 

世
界
に
１
５
４
本
し
か
な
い
フ
ラ 

ン
ス
の
銘
器
ロ
ベ 

ー
ル
・
ブ
ー
シ
ェ
で
、

１
５
０

番
と
の
こ
と
。 

そ
の
由
緒
あ
る
ギ
タ

ー
の
音
色
で
、
「
ア
ル

ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
の
思

い
出
」「
捧
げ
る
言
葉
」

「

プ

レ

リ

ュ

ー

ド      

N
o
1
.
3

」
な
ど
、
全
６ 

 
6
曲
を
演
奏
し 

か
ら
、『
養
生
訓
』
を
著
し
た
江
戸 

時
代
の
儒
学
者
・
貝
原
益
軒
の
健 

康
長
寿
の
心
得
な
ど
に
つ
い
て
、 

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

     

☆
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に 

（
文
化
部
会
） 

  

オンラインで講演するリーパー氏 

 
被爆 80周年 
私の思い 

さ
れ
、
そ
の
出
版
記
念
パ
ー

テ
ィ
（
広
島
そ
ご
う
１０

階
大

食
堂
で
２
０
０
人
規
模
）
の

司
会
を
私
に
と
。 

 

会
の
終
わ
り
に
は
、
当
時

流
行
っ
た
「
戦
争
を
知
ら
な

い
子
供
た
ち
」
を
、
出
席
者

全
員
が
輪
に
な
っ
て
大
合
唱

し
ま
し
た
。 

高
橋
さ
ん
か
ら
強
く
影
響

を 

 

高
橋
さ
ん
か
ら
強
く
影
響
を
受 

け
た
こ
と
を
念
頭
に
、
現
在
進
行 

中
の
「
青
壮
年
対
象
事
業
推
進
プ 

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
通
じ
て
、
次
代 

を
担
う
会
員
が
誕
生
す
る
こ
と
を 

期
待
し
て
い
ま
す
。 

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
理
念
は
、「 

核
兵
器
廃
絶
と
戦
争
の
な
い
世
界 

の
実
現
！
」
で
も
あ
る
こ
と
を
踏 

ま
え
、
２
０
２
５
年
度
も
一
致
協 

力
し
、
草
の
根
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動 

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

  

当
協
会
の
青
年
部
長
時
代
、
故 

高
橋
昭
博
さ
ん
（
第
１
回
原
水
禁 

世
界
大
会
で
被
爆
体
験
証
言
、
元 

協
会
副
会
長
、
元
広
島
平
和
記
念 

資
料
館
長
）
か
ら
折
に
触
れ
激
励 

を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

高
橋
さ
ん
は
、
著
書
『
ヒ
ロ
シ 

マ
ひ
と
り
か
ら
の
出
発
』
を
発
刊 

さ
れ
、
そ
の
出
版
記
念
パ
ー
テ 

ィ
（
広
島
そ
ご
う
１０

階
大
食 

堂
で
２
０
０
人
規
模
）
の
司
会 

を
私
に
と
。 

 

会
の
終
わ
り
に
は
、
当
時
流 

行
っ
た
「
戦
争
を
知
ら
な
い
子 

供
た
ち
」
を
出
席
者
全
員
が
輪 

に
な
っ
て
大
合
唱
。 

高
橋
さ
ん
か
ら
強
く
影
響
を 

受
け
た
こ
と
を
念
頭
に
、
現
在
進 

行
中
の
「
青
壮
年
対
象
事
業
推
進 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
通
じ
て
、
次 

代
を
担
う
会
員
が
誕
生
す
る
こ
と 

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
理
念
は
、「 

核
兵
器
廃
絶
と
戦
争
の
な
い
世
界 

の
実
現
！
」
で
も
あ
る
こ
と
を 

踏
ま
え
、
２
０
２
５
年
度
も
一 

致
協
力
し
、
草
の
根
の
ユ
ネ
ス 

コ
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り 

ま
し
ょ
う
。 

  

～
貝
原
益
軒
の
養
生
訓
～ 

講
師
の
徳
澤
陽
子
さ
ん
（
医
療 

法
人
緑
風
会 

ほ
う
ゆ
う
病
院
管 

理
栄
養
士
・
介
護
支
援
専
門
員
） 

 

康
長
寿
の
心

得
な
ど
に
つ

い
て
、
講
演
い

た
だ
き
ま
し

た
。 

☆
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に 

（
文
化
部
会
） 

 

～
フ
ェ
ス
タ
フ
ォ
ト
～ 

 


